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L 7=9REE,
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E MO ABBORRENRE, 1,Ki-67 KU 7 O—FILFE (7F) % 1:200 (SFHR
(4°C. —B) . 2, Cy3 EBEHERHA%E 1:300 (<HFR (FiE. 509) . 3, ®B:
DAPI (%) 109, ®A: 2—%v I, @B: DAPl, ®C: A+B DARL.

E N ABEGOREREERE, 1, Ki-67 RY 4 O—FIILFUK (7)) % 1:200 I2HR
(4C. —Bg) . 2, Cy3 i @HRIMAE 1:300 =FIR (RE. 50%) . 3, ©B:
DAPI (&) 109, RA: 2—4v I, XB: DAPI, ®C: A+B D&,

E NFEASOBEERE, 1,Ki-67 KU - O—FLHMK (5) & 1:200 <ER
(4°C. —B) . 2, Cy3 @ TRIAMEE 1:300 SHR (FiE. 50%) . 3, ®B:
DAPI (5) 104, XA: 219, XB: DAPI, M C: A+B D&M,

E NFEASOREERE, 1,Ki-67 RS O—F LK (F) % 1:200 IZFHR
(4C, —B%) . 2, Cy3 EH R E 1:300 (THER (B, 50%) . 3, ®B:
DAPI (&) 104, MA: 121, [B: DAPI, ®C: A+B D&Mk,

E MHEAS O REENERE, 1, Ki-67 RY Y O—F LI (FR) % 1:200 IZHR
(4°C., —B%) . 2, Cy3 R Xk % 1:300 ICHR (¥, 50%) . 3, ®B:
DAPI (&) 104, EA: 2. EB: DAPI, KC: A+B DA,
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E NWEAL O REEYERE, 1, Ki-67 RY 4 O—FILFEK (FR) % 1:200 IZHER
(4°C., —B%) . 2, Cy3 R IxHfk% 1:300 ICHR (EiE. 50%) . 3, ®B:
DAPI (&) 104, ®A: &1, KB: DAPI, ®C: A+B O&Hk.

NZ 74 EIEE MIESORBESKCESRE, 1.Ki-67 RY S 0—FILfR%E 1:200
IZHR (4°C. —Bp) . 2V TVEF M)A (pH6.0) ZAOTHRESEL (>98°C.
209) #f7o7=. 3. TiRGUA%E 1:200 (&R (BR. 309) . *AT« 73> hA—
LELTTIRYRO&ERV-=,
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	製品名: Ki-67ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞増殖に関連し、おそらく細胞増殖に必要である核タンパク質をコードしています。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが記載されています。関連する擬似遺伝子がX染色体上に存在する。[RefSeq提供、2009年3月],発生段階：この抗原の発現は、細胞周期のG1期後期、S期、G2期、M期に優先的に起こりますが、G0期の細胞では抗原は検出されません。,機能：細胞増殖の維持に必要であると考えられています。,オンライン情報：Ki-67エントリ,類似性：1つのFHAドメインを含みます。,細胞内局在：G1期では主に核小体領域に局在し、後期には核内部にも検出され、主に核マトリックスに局在します。有糸分裂では、すべての染色体に存在します。,サブユニット：KIF15と相互作用します。 FHAドメインを介してMKI67IPにバインドします。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	Ki67抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Ki67抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ヒト乳がん組織の免疫蛍光染色。1, Ki-67ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト乳がん組織の免疫蛍光染色。1, Ki-67ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト肝癌組織の免疫蛍光染色。1, Ki-67ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：標的。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト肝癌組織の免疫蛍光染色。1, Ki-67ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：標的。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト肺癌組織の免疫蛍光染色。1, Ki-67ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：標的。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト肺癌組織の免疫蛍光染色。1, Ki-67ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：標的。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	パラフィン包埋ヒト肺組織の免疫組織化学染色。1. Ki-67ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

